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本 市 では、 市 民体 暇 村 建設 計画 の策定 に当た り、 市民休 暇 村 に おい て行 な

われ るべ き野外活動 につ い て、 そ の方 面 の学 識経 験 者 に ぶ集 りいた だ と、 ど

意 見 を伺 い、 亡た現 地 視 察 に ご参 加 願 つ た方 々には、 さ らに ア ンケー トを お

願 い し、 文 書 で ご回答 いた だ いた。

この意 見集 は、 これ らの発言 及 び回答 を要 約整 理 した もの で あ る。

発 言 者 及 び 回答者 は、 次 の方 々で ある。
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市民休 暇 村 に おけ る野外活 動 の在 り方 につ い て

酒 を飲 ん で、 騒 ぐ とい つた よ うな単 に気 購 しの場 と して で は な く、 大 自然

の 中で、 自然 の偉 大 さ、 美 しさ を味 うと共 に、 創造 と協 同生 活 の意 義 を学 ぶ

こ とがで きる 工 少な場 とすべ きで あ る とす る意 見 が多数 で あつ た。

。 行 楽 や遊 び に止 亡 らせ る こ とな く、 レク リエー シ ヨン即 ち再 倉J

造 の機 会 を与 え る もの で なけ れ ば な らない。

C  集 団 に よる共 同生 活 の中 で、 良 き友 を見 出 し、 疎外 か ら解 放 し、

人 間性 を回復 す る。

O  共 同生活 の民主 的 な グルー プ経験 を通 じ、 社 会 生 活 に おけ る責

任感 を泰 う。

o  自 然 の偉 大 さや恵 み を知 り、 謙虚 さ と他 に対 す る感謝 や奉 仕 の

精 神 を養 う。

。 原 始 生 活 に近 い野外 生 活 を通 じて、 自然 の偉 大 さ、 神 聖 さ、 美

じさ を味 う と共 に、 社 会生 活 に必 要 な協 同精 神 と創意工 夫 と余 暇

の有 意義 な使 い方 を学 び、 健全 な野外 生 活 を通 じて、 身心 共 に強

健 な市民 を作 る。

。 自 然 との接触 と創造性 を生 か した活 動 。

・ 学 習訓練 を中心 に した キヤ ンプでは な く、 遊 び を中心 に した キ

ヤ ン フ
・
で青 少年 の主 体的 活動 を通 じて、 青 少年 に何 らか の意 図的

な働 さかけ をす る キヤ ン プが望 ま しい。

O  単 な る気 備 しでは な ぐ、 創造 を強調 すべ きで ある。

o  自 然 との対 話 を強調 すべ きで あ る。
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また寸 ここで行 なわれ る野外活動 は、学校教 育 の延長 であつては な らない

とす る意 見 が強かうたG

。 高 校 生 ( 学 校単位 ) の キヤ ンプは、 教 育 委 員会 に おい て E l l に考

え るべ きで ある。        |

b  学 校単 位 で の利 用 は避 け るべ きで ある。

O  学 校 キヤ ンィの よ うに受 動 的 な もの では な く、 能動 的 な活動 の

場 にすべ きで ある。

◇ 参 加 者 の個 性 が尊 重 され る もの で なけ れ ば な らない。

0  キ ヤ ン プ場 の運 営 は 市 民平 等 の立場 r t ある こ とを前提 にf u 用 に

つ い ては、特 定 の団 体 ( 学 校 等 ) に よる長期 間 の 占有 は避 け るべ

きで あるQ

O  高 校 生 が、 野外 で共 同生活 をす る場 が ない ので、 この施 設 を利

用 した い。

O  学 生 の場 合 には、教 育 的 で あるべ きて あ る。
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管 理 運 営 に つ い て

設 置者 の基 本 的 な姿 勢 と して は、 単 に野外 活動 の場 を提供 す る とい うので

は な く、 これ まで野外 活 動 の機 会 が少 なか つた 市 民 の参加 を積 極 的 に呼 び か

け、助 言 し、 指 導 す る積 極 的 な もの で あ るべ きだ とす る意 見 が強 か つ た。

O  休 暇 村 事務 局 主催 の フ
・ヨグ ラムを作成 し、 1 人 で も参加 で きる

場 を設 け る必 要 が ある。

C  休 暇村 で楽 しめ る律以括 動 を積 極 的 に行 ない、 青 少 年 の育成 や

市 民 の余 暇 活 用 の場 と して欲 しい。 常 に市民 のた め に積 極 的 に働

きか け る姿勢 が必 要 で あ る。

。 主 管者 は、 市民 のた め に、 体 暇 村 の 目的 に従 つ て、 意 図 的 な環

境 を作 り、 施 設 作 りをすべ きで あ る。

規律 につ い ては、 最 小 限 の規 律 が必 要 で あ る とす る意 見 が多 か つ た。

。 規 律 を明文 化 して お く必 要 が ある。

O  最 小 限 の規 律 が必 要 で あ る。

。 規 律 は、 最 小 限 に して お くべ きで ある。

O  村 の憲 法 の よ うな もの を制定 す る必 要 が ある。

O  休 暇 村 の基 本 的 な考 え方 を、 利 用者 に強調 して お く必 要 が ある。

。 野 外 活 動 のす べ てが、 し つ か り した ブ ログ ラムに従 つ て行 なわ

れ る もの では な く、 気 軽 に薬 じむ者 もい るので あるか ら、 最 初 か

らあま リ ガ ツチ リした管 理規 員U を押 しつけ る と、 勤 労 青 少年 の 反

発 を買 う。

o  青 少年 団 体 が リー ダー ン ツプを もつ て、 使用 す る場 合 には、 体
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暇村の基本的規約の範圏内において、 自主運営を認めるべ きであ

る命

管 理運 営 に当 た る者 と しては、 名古 屋 市 が直接 これ を行 な りの では な く、

新 た に団 体 を設 立 し、 または、 既 設 の団 体 を強化 して、 これ に委 託 すべ きで

ある とす る意 見 が 出 され た。

C  外 郭 直 体 を作 り、 運 営 を移 智 す べ きで ある。

このサう合、 年 間運 営 費は、 利 用収 入 で賄 うこ とな く、 多額 の 資

金 の援 助 が必 要 で ある。

C  野 外 活 動協 会 を設 置 して、運 営 させ るべ きで ある。
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野 外 活 動 指 導 者 の 育 成 に つ い て

これ まで、 野外 活動 の機 会 に恵 まれ なか つた 市民 の参加 を積 極 的 に呼 び か

け、 1 人 で も多 くの市 民 が参 加 で きる よ うな プ T グ ラムを作成 し、 この地 を

単 な る貸 テ ン ト、 貸 ケ ビンの場 と しないて、 有意 義 か つ安 全 な野外 活 動 が で

きる よ うに適 切 を指導 と助 言 をす る こ とが で きる指 導 者 が必 要 で ある とす る

意 見 が強 か つ た。

O  野 外 活動 の成 果 は、 リ ー ダー の質 にか か つ て い る。

。 野 外 活 動 の専 間家 を多 く常駐 させ、 こ こに来 れ ば、 いつ で も助

言 して くれ る よ うにすべ きで ある。

。 い いか げ ん な アルバ イ トの人達 を カ ウンセ ラーや リー ダー に頼

ま な い で 、 専 間 家 を養 成 すべ きで あ る。

。 指 導 者 に よる プ ログ ラム活動 を通 じて の意 図 的 な働 きかけ が な

けれ ば、 休 穣村 の 目指 す教 育 的 な価 値 は な くな る。

◇ 家 族 づ れ の場 合 の よ うな利 用 者 のた め に、 指 導 助言 セ ン ター を

設 け るべ きで ある。

0  キ ヤ ンプ活動 を指導 で きる人 を育成 して かか な い と、 単 な る貸

ケ ピン、 貸 テ ン トに なつ て しま う。

。 専 問 家 の育成 は、 今年 か らで もす る必要 が ある。

O  市 偵」カ ウンセ ラー に よる指導 は、 リ ー ダー 不在 の団体 に つ いて、

プ ログ ラムを作成 し、 また は検 討 し、 滞在 期 F g 3 の生 活 の指 導 を行

な う。
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地 区 区 分 に つ い て

地 区 区分 につ いては、 対 象者 に より これ をす る もの と、施 設 に よ りこれ を

す る もの が あつ た が、 地 区 区分 の必 要 を認 め ない意 見 も あつ た。

O  長 期 キヤ ンプ、 一 般青 少年 キ ヤ ンプ、 ス クー ル ●大 集 団 キヤ ン

プ 、 家族 ・青少 年 以外 キヤ ン プに 区分 す る。

。 青 少年 向、 家族 向、学 生 向 に区分 す る。

。 野 外活 動 の場 に おけ る地 区区分 は 不必 要。

0  テ ン トキヤ ン プ地 区、 ヶ ビンキヤ ン プ地 区 に区分 す る3

0  最 初 かち エ リアを決 め な いて、 利 用 しなが らサ イ トを作 つ て い

くのが望 ま しい。

また、 自然 観 察 地域 及 び モー ター キヤ ン プに関連 して、 次 の よ うな発 言 が

あつ た。

つ 自 然保 護 の面 か らの管 理 を充 分 す べ きで あ る。

o  自 然 観 察地 域 を設 け て は ど うか。

。 自 動 車 を乗 り入 れ る と自然 が破 豪 され、 鳥 もい な くな るか ら、

自動 車 の乗 り入 れは禁止 すぺ とだ。

O  車 の乗 り入 れ禁止 の意 義 を充 分説 明 で きる よ うに して お くべ と

で ある。

。 当 ' 地で は、 今後益 々盛 ん に な るで あろ うモー ター キヤ ンプの意

義 を認 めた上 で、 そ れ は他 の場 所 で やつ て も ら りこ と と し、 こ こ

では行 なわ ない こ と とすべ きだ。
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。 モ ー ター キャ ンノについては、御岳 山麓 の総合的 な利用討面 の

中で、 考慮 すべ きで あり、 当地 では、 やめ るべ とで ある.
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施 設 に つ い て

施 設 は、 で き うる限 り素朴 な もの と し、 参加 者 が 自 ら創意工 夫 を凝 らす こ

ので きる もの で なけれ ば な らない とす る意 見 が 多 か つ た。

。 設 備 は、 なるべ く自然 な質 素 な もの で あ り、 創 き工 夫 〇余 地 を

残 す もので ある こ と、

O  利 用者 が、 この施 設 や備 品 を利 用 して、 自主 的 な活動 が で きる

よ うな もの で あるべ きで ある合

。 い わゆ る大人 向 け の レ ジヤー施 設 エレ も、 ご く素 | 卜を遊 ぶ施設

を設 け る必 要 が ある。

° 今 の人 は、 レ ジヤー に対 して受 身で あるので、 単 に土地 を開放

す るだけ では、 ど うして 工いか 戸惑 うか ら、 例 え ば、 す イク リン

グ道 路、 エ ア ・ライ フル場、 プー ル な どを設 け て は ど うか。

。 身 体障害者 用 の キヤ ン プ場 が 1 か 所 く らい うつ て もい い の では

ないか。
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非常 の場 合 の対 策 及 び 医療 体 制 につ い て

非 常 の場 合 の対 策 及 び 医療 体制 には、 充 分考 慮 をは ら 多必 要 が指摘 され た。

。 自 然 の変 化 や不慮 の災害 に対 す る方策 が必 要 で ある。

・ 雨 天 ・非 常 の場 合 の メ イ ンホー ル ( 約 1 6 0 ″ ) が 必 要 で ある。

。 避 難 場 所 と して の、 メイ ンホー ルが欲 しい。

。 医 療施設 を設 け る必 要 が ある。

。 医 療 の問 題 につ い て、 充 分検 討 して置 く必 要 が ある。
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